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(57)【要約】
　走査信号線が複数本ずつ含まれる各グループを順に選
択し、連続して選択する２グループ間でデータ信号電位
の極性を異ならせるとともに、先に選択するグループの
最後の水平走査に対応する水平走査期間（Ｈ１２）と、
後で選択するグループでの最初の水平走査に対応する水
平走査期間（Ｈ１３）との間に２個のダミー走査期間（
ＨＸ・ＨＹ）を挿入し、かつ各ダミー走査期間にはダミ
ー信号電位をデータ信号線に出力し、先に選択するグル
ープでの最後の水平走査に対応する走査パルス（ＧＰ１
２）が非アクティブ化してからダミー走査期間（ＨＸ）
が開始するまでの時間（Ｔ）を、上記先に選択するグル
ープでの連続する２水平走査の一方（Ｈ１１）に対応す
る走査パルス（ＧＰ１１）が非アクティブ化してから他
方に対応する水平走査走査期間（Ｈ１２）が開始するま
での時間（ｔ）よりも長く設定する。こうすれば、デー
タ信号線をブロック反転駆動した場合の表示品位を高め
ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査信号線が複数本ずつ含まれる各グループが順に選択され、選択されたグループに属
する走査信号線が順次水平走査されるのに対応して、同極性のデータ信号電位が一水平走
査期間ずつ順次データ信号線に出力される液晶表示装置であって、
　各走査信号線には水平走査を行うための走査パルスが供給され、連続して選択される２
グループ間で上記データ信号電位の極性が異なるとともに、先に選択されるグループの最
後の水平走査に対応する水平走査期間と、後で選択されるグループでの最初の水平走査に
対応する水平走査期間との間にｎ個（ｎは１以上の整数）のダミー走査期間が挿入され、
かつ該ダミー走査期間にはダミー信号電位が上記データ信号線に出力され、
　先に選択されるグループでの最後の水平走査に対応する走査パルスが非アクティブ化し
てからダミー走査期間が開始されるまでの時間が、上記先に選択されるグループでの連続
する２水平走査の一方に対応する走査パルスが非アクティブ化してから他方に対応する水
平走査期間が開始されるまでの時間よりも長く設定されていることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項２】
　ダミー信号電位の極性は、後で選択されるグループでのデータ信号電位の極性と同一で
あることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方に対応する走査パルスが非アク
ティブ化するのと同時に、他方に対応する走査パルスがアクティブ化することを特徴とす
る請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　任意の水平走査に対応する走査パルスがアクティブ化した後に、この水平走査に対応す
る水平走査期間が開始することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の液晶表
示装置。
【請求項５】
　先に選択されるグループの最後の水平走査に対応する水平走査期間が、直前の水平走査
期間よりも長く設定されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の液
晶表示装置。
【請求項６】
　後で選択されるグループの最初の水平走査に対応する走査パルスは、ダミー走査期間の
開始前にアクティブ化することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
　後で選択されるグループの最初の水平走査に対応する走査パルスは、ダミー走査期間の
開始後にアクティブ化することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表
示装置。
【請求項８】
　先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方に対応する走査パルスが非アク
ティブ化するのと同時に、他方に対応する水平走査走査期間が開始されることを特徴とす
る請求項１～７のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　各走査信号線の水平走査に対応する映像データが水平走査の順に並べられるとともに、
先に選択されるグループの最後の水平走査に対応する映像データと、後で選択されるグル
ープでの最初の水平走査に対応する映像データとの間にｎ個のダミーデータが挿入され、
　上記データ信号電位は映像データに対応する電位であり、上記ダミー信号電位はダミー
データに対応する電位であることを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】
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　上記映像データおよびダミーデータがラッチパルスによってラッチされ、
　先に選択されるグループの最後の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパ
ルスと、ダミーデータをラッチするラッチパルスとの間隔が、先に選択されるグループの
最後から二番目の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルスと、先に選択
されるグループの最後の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルスとの間
隔よりも広くなっていることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　走査信号線が複数本ずつ含まれる各グループが順に選択され、選択されたグループに属
する走査信号線が順次水平走査されるのに対応して、順次映像データが同極性のデータ信
号電位とされてデータ信号線に出力される液晶表示装置であって、
　各走査信号線には水平走査を行うための走査パルスが供給され、連続して選択される２
グループ間で上記データ信号電位の極性が異なるとともに、先に選択されるグループの最
後の水平走査に対応する映像データと、後で選択されるグループでの最初の水平走査に対
応する映像データとの間にｎ個（ｎは１以上の整数）のダミーデータが挿入され、かつ該
ダミーデータはダミー信号電位とされて上記データ信号線に出力され、
　先に選択されるグループでの最後の水平走査に対応する走査パルスが非アクティブ化し
た後、この最後の水平走査に対応する映像データの出力からダミーデータの出力に切り替
わるまでの時間が、上記先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方の水平走
査に対応する走査パルスが非アクティブ化した後、この一方の水平走査に対応する映像デ
ータの出力から他方の水平走査に対応する映像データの出力に切り替わるまでの時間より
も長く設定されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１２】
　ダミー信号電位の極性は、後で選択されるグループでのデータ信号電位の極性と同一で
あることを特徴とする請求項１１記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方に対応する走査パルスが非アク
ティブ化するのと同時に、他方に対応する走査パルスがアクティブ化することを特徴とす
る請求項１１または１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　任意の水平走査に対応する走査パルスがアクティブ化した後に、この水平走査に対応す
る映像データの出力が開始することを特徴とする請求項１１～１３のいずれか１項に記載
の液晶表示装置。
【請求項１５】
　後で選択されるグループの最初の水平走査に対応する走査パルスは、ダミー信号電位の
出力が開始される前にアクティブ化することを特徴とする請求項１１～１４のいずれか１
項に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　後で選択されるグループの最初の水平走査に対応する走査パルスは、ダミー信号電位の
出力が開始された後にアクティブ化することを特徴とする請求項１１～１５のいずれか１
項に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　上記映像データの出力およびダミーデータの出力は、上記映像データおよびダミーデー
タをラッチするラッチパルスによって設定され、
　先に選択されるグループの最後の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパ
ルスと、ダミーデータをラッチするラッチパルスとの間隔が、先に選択されるグループの
最後から二番目の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルスと、先に選択
されるグループの最後の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルスとの間
隔よりも広くなっていることを特徴とする請求項１１～１６のいずれか１項に記載の液晶
表示装置。
【請求項１８】
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　所定の走査信号線を数えはじめの１番目の走査信号線とした場合に、上記連続して選択
される２つのグループの一方には奇数番目の走査信号線のみが含まれ、他方には偶数番目
の走査信号線のみが含まれることを特徴とする請求項１～１７のいずれか１項に記載の液
晶表示装置。
【請求項１９】
　所定の走査信号線以降の領域を走査信号線に平行な複数の境界によってブロック化し、
上記所定の走査信号線を含む、一方端にあたるブロックを最上流ブロック、他方端にあた
るブロックを最下流ブロックとした場合に、
　各ブロックに含まれる走査信号線がグループ化され、最上流ブロックのグループから順
に最下流ブロックのグループまで選択されることを特徴とする１～１７のいずれか１項に
記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　各画素が複数の副画素からなることを特徴とする１～１９のいずれか１項に記載の液晶
表示装置。
【請求項２１】
　副画素ごとに画素電極が設けられるとともに、各画素電極に対応して保持容量配線が設
けられ、各保持容量配線に与えられる保持容量配線信号によって各副画素の輝度が制御さ
れることを特徴とする請求項２０記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　連続する複数の水平走査期間ごとに１以上のダミー走査期間が挿入され、データ信号線
に出力される信号電位の極性が、水平走査期間に続くダミー走査期間で反転する液晶表示
装置であって、
　ダミー走査期間直前の水平走査期間が、ダミー走査期間の直前ではない水平走査期間よ
りも長く設定されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２３】
　各水平走査期間に対応して走査パルスが出力され、
　ダミー走査期間直前の水平走査期間に対応する走査パルスの幅が、ダミー走査期間の直
前ではない水平走査期間に対応する走査パルスの幅と同一であることを特徴とする請求項
２２記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　水平走査期間直後のダミー走査期間が、ダミー走査期間の直前ではない水平走査期間よ
りも短く設定されていることを特徴とする請求項２２記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　走査信号線が複数本ずつ含まれる各グループを順に選択し、選択したグループに属する
走査信号線を順次水平走査するのに対応して、同極性のデータ信号電位を一水平走査期間
ずつ順次データ信号線に出力する液晶表示装置の駆動方法であって、
　各走査信号線には水平走査を行うための走査パルスを供給し、連続して選択する２グル
ープ間で上記データ信号電位の極性を異ならせるとともに、先に選択するグループの最後
の水平走査に対応する水平走査期間と、後で選択するグループでの最初の水平走査に対応
する水平走査期間との間にｎ個（ｎは１以上の整数）のダミー走査期間を挿入し、かつ該
ダミー走査期間にはダミー信号電位を上記データ信号線に出力し、
　先に選択するグループでの最後の水平走査に対応する走査パルスを非アクティブ化して
からダミー走査期間が開始するまでの時間を、上記先に選択するグループでの連続する２
水平走査の一方に対応する走査パルスが非アクティブ化してから他方に対応する水平走査
走査期間が開始するまでの時間よりも長く設定することを特徴とする液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項２６】
　請求項１～２４のいずれか１項に記載の液晶表示装置と、テレビジョン放送を受信する
チューナ部とを備えることを特徴とするテレビジョン受像機。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ信号線に供給する信号電位の極性を複数水平走査期間ごとに反転させ
る駆動（ブロック反転駆動）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、高精細、薄型、軽量および低消費電力等の優れた特長を有し、近年そ
の市場規模が急速に拡大している。この液晶表示装置においては、データ信号線に供給す
る信号電位の極性を一水平走査期間ごとに反転させるドット反転駆動が広く採用されてき
た。しかしながら、ドット反転駆動ではデータ信号線の極性反転周波数が高くなって画素
充電率の低下や消費電力増大といった問題があることから、例えば特許文献１に記載のよ
うに、データ信号線に供給する信号電位の極性を複数水平走査期間ごとに反転させるブロ
ック反転駆動が提案されている。このブロック反転駆動では、ドット反転駆動に比べて画
素充電率の向上や消費電力および発熱量の抑制を図ることができる。
【０００３】
　ここで特許文献１には、図１８に示すように、ブロック反転駆動における極性反転直後
にダミー走査期間を挿入する技術が開示されている。この構成によれば、極性反転直後に
あたるデータ（ｎ＋２）には、プリチャージ用のダミー走査期間（図中、３番目の水平走
査期間）と本チャージ（書き込み）用の水平走査期間（図中、４番目の水平走査期間）と
が割り当てられることになり、該データ（ｎ＋２）に対応する画素の充電率を高めること
ができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】日本国公開特許公報「２００１－５１２５２号公報（公開日：２００１年
２月２３日）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、本願発明者らは図１８の技術には図１９および図２０に示すような問題
があることを見出した。すなわち、走査信号線Ｇ（ｎ＋１）には、水平走査を行うための
矩型のゲートパルスＧＰ（ｎ＋１）が供給されるが、寄生抵抗や寄生容量に起因して走査
信号線Ｇ（ｎ＋１）の電位波形ＧＶ（ｎ＋１）は矩型にならず、鈍り部分（図中網掛け部
分）を有する。このため、ゲートパルスＧＰ（ｎ＋１）が非アクティブ化した後も暫く（
鈍り期間）は、走査信号線Ｇ（ｎ＋１）に対応する画素Ｐ（ｎ＋１）のＴＦＴはＯＮ状態
になっている。
【０００６】
　ここで、ゲートパルスＧＰ（ｎ＋１）が非アクティブ化するのと同時にダミー走査期間
が開始される（データ信号線に、データ（ｎ＋２）に対応する信号電位が出力される）た
め、画素Ｐ（ｎ＋１）には、この鈍り期間に、データ（ｎ＋２）に対応する信号電位が書
き込まれることになる。さらに、データ（ｎ＋１）に対応する信号電位がプラス極性であ
るのに対してデータ（ｎ＋２）に対応する信号電位はマイナスであるため、この鈍り期間
に画素Ｐ（ｎ＋１）は放電され、ノーマリブラックの液晶表示装置では画素Ｐ（ｎ＋１）
が暗くなってしまう（図２０参照）。このように、図１８の技術では、図２０の従来の表
示に示すような黒っぽい横縞が視認されるおそれがあった。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、ブロック反転駆動を行う液晶表示装
置において、その表示品位を高めることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本液晶表示装置は、走査信号線が複数本ずつ含まれる各グループが順に選択され、選択
されたグループに属する走査信号線が順次水平走査されるのに対応して、同極性のデータ
信号電位が一水平走査期間ずつ順次データ信号線に出力される液晶表示装置であって、各
走査信号線には水平走査を行うための走査パルスが供給され、連続して選択される２グル
ープ間で上記データ信号電位の極性が異なるとともに、先に選択されるグループの最後の
水平走査に対応する水平走査期間と、後で選択されるグループでの最初の水平走査に対応
する水平走査期間との間にｎ個（ｎは１以上の整数）のダミー走査期間が挿入され、かつ
該ダミー走査期間にはダミー信号電位が上記データ信号線に出力され、先に選択されるグ
ループでの最後の水平走査に対応する走査パルスが非アクティブ化してからダミー走査期
間が開始されるまでの時間が、上記先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一
方に対応する走査パルスが非アクティブ化してから他方に対応する水平走査走査期間が開
始されるまでの時間よりも長く設定されていることを特徴とする。
【０００９】
　このように、先に選択されるグループでの最後の水平走査に対応する水平走査期間を、
他の水平走査期間に対して延長することで、該水平走査期間に画素に書き込まれた電荷が
、これに続くダミー走査期間の開始によって放電してしまう現象を抑制することができる
。これにより、従来問題となっていた黒っぽい横縞（図２０参照）を低減することができ
る。
【００１０】
　本液晶表示装置では、ダミー信号電位の極性は、後で選択されるグループでのデータ信
号電位の極性と同一である構成とすることもできる。
【００１１】
　本液晶表示装置では、先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方に対応す
る走査パルスが非アクティブ化するのと同時に、他方に対応する走査パルスがアクティブ
化する構成とすることもできる。
【００１２】
　本液晶表示装置では、任意の水平走査に対応する走査パルスがアクティブ化した後に、
この水平走査に対応する水平走査期間が開始する構成とすることもできる。
【００１３】
　本液晶表示装置では、先に選択されるグループの最後の水平走査に対応する水平走査期
間が、直前の水平走査期間よりも長く設定されている構成とすることもできる。
【００１４】
　本液晶表示装置では、後で選択されるグループの最初の水平走査に対応する走査パルス
は、ダミー走査期間の開始前にアクティブ化する構成とすることもできる。
【００１５】
　本液晶表示装置では、後で選択されるグループの最初の水平走査に対応する走査パルス
は、ダミー走査期間の開始後にアクティブ化する構成とすることもできる。
【００１６】
　本液晶表示装置では、先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方に対応す
る走査パルスが非アクティブ化するのと同時に、他方に対応する水平走査走査期間が開始
される構成とすることもできる。
【００１７】
　本液晶表示装置では、各走査信号線の水平走査に対応する映像データが水平走査の順に
並べられるとともに、先に選択されるグループの最後の水平走査に対応する映像データと
、後で選択されるグループでの最初の水平走査に対応する映像データとの間にｎ個のダミ
ーデータが挿入され、上記データ信号電位は映像データに対応する電位であり、上記ダミ
ー信号電位はダミーデータに対応する電位である構成とすることもできる。
【００１８】
　本液晶表示装置では、上記映像データおよびダミーデータがラッチパルスによってラッ
チされ、先に選択されるグループの最後の水平走査に対応する映像データをラッチするラ
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ッチパルスと、ダミーデータをラッチするラッチパルスとの間隔が、先に選択されるグル
ープの最後から二番目の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルスと、先
に選択されるグループの最後の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルス
との間隔よりも広くなっている構成とすることもできる。
【００１９】
　本液晶表示装置は、走査信号線が複数本ずつ含まれる各グループが順に選択され、選択
されたグループに属する走査信号線が順次水平走査されるのに対応して、順次映像データ
が同極性のデータ信号電位とされてデータ信号線に出力される液晶表示装置であって、各
走査信号線には水平走査を行うための走査パルスが供給され、連続して選択される２グル
ープ間で上記データ信号電位の極性が異なるとともに、先に選択されるグループの最後の
水平走査に対応する映像データと、後で選択されるグループでの最初の水平走査に対応す
る映像データとの間にｎ個（ｎは１以上の整数）のダミーデータが挿入され、かつ該ダミ
ーデータはダミー信号電位とされて上記データ信号線に出力され、先に選択されるグルー
プでの最後の水平走査に対応する走査パルスが非アクティブ化した後、この最後の水平走
査に対応する映像データの出力からダミーデータの出力に切り替わるまでの時間が、上記
先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方の水平走査に対応する走査パルス
が非アクティブ化した後、この一方の水平走査に対応する映像データの出力から他方の水
平走査に対応する映像データの出力に切り替わるまでの時間よりも長く設定されているこ
とを特徴とする。
【００２０】
　本液晶表示装置では、ダミー信号電位の極性は、後で選択されるグループでのデータ信
号電位の極性と同一である構成とすることもできる。
【００２１】
　本液晶表示装置では、先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方に対応す
る走査パルスが非アクティブ化するのと同時に、他方に対応する走査パルスがアクティブ
化する構成とすることもできる。
【００２２】
　本液晶表示装置では、任意の水平走査に対応する走査パルスがアクティブ化した後に、
この水平走査に対応する映像データの出力が開始する構成とすることもできる。
【００２３】
　本液晶表示装置では、後で選択されるグループの最初の水平走査に対応する走査パルス
は、ダミー信号電位の出力が開始される前にアクティブ化する構成とすることもできる。
【００２４】
　本液晶表示装置では、後で選択されるグループの最初の水平走査に対応する走査パルス
は、ダミー信号電位の出力が開始された後にアクティブ化する構成とすることもできる。
【００２５】
　本液晶表示装置では、上記映像データの出力およびダミーデータの出力は、上記映像デ
ータおよびダミーデータをラッチするラッチパルスによって設定され、先に選択されるグ
ループの最後の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルスと、ダミーデー
タをラッチするラッチパルスとの間隔が、先に選択されるグループの最後から二番目の水
平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルスと、先に選択されるグループの最
後の水平走査に対応する映像データをラッチするラッチパルスとの間隔よりも広くなって
いる構成とすることもできる。
【００２６】
　本液晶表示装置では、所定の走査信号線を数えはじめの１番目の走査信号線とした場合
に、上記連続して選択される２つのグループの一方には奇数番目の走査信号線のみが含ま
れ、他方には偶数番目の走査信号線のみが含まれる構成とすることもできる。
【００２７】
　本液晶表示装置では、所定の走査信号線以降の領域を走査信号線に平行な複数の境界に
よってブロック化し、上記所定の走査信号線を含む、一方端にあたるブロックを最上流ブ
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ロック、他方端にあたるブロックを最下流ブロックとした場合に、各ブロックに含まれる
走査信号線がグループ化され、最上流ブロックのグループから順に最下流ブロックのグル
ープまで選択される構成とすることもできる。
【００２８】
　本液晶表示装置では、各画素が複数の副画素からなる構成とすることもできる。この場
合、副画素ごとに画素電極が設けられるとともに、各画素電極に対応して保持容量配線が
設けられ、各保持容量配線に与えられる保持容量配線信号によって各副画素の輝度が制御
される構成とすることもできる。
【００２９】
　本液晶表示装置は、連続する複数の水平走査期間ごとに１以上のダミー走査期間が挿入
され、データ信号線に出力される信号電位の極性が、水平走査期間に続くダミー走査期間
で反転する液晶表示装置であって、ダミー走査期間直前の水平走査期間が、ダミー走査期
間の直前ではない水平走査期間よりも長く設定されていることを特徴とする。
【００３０】
　本液晶表示装置では、各水平走査期間に対応して走査パルスが出力され、ダミー走査期
間直前の水平走査期間に対応する走査パルスの幅が、ダミー走査期間の直前ではない水平
走査期間に対応する走査パルスの幅と同一である構成とすることもできる。
【００３１】
　本液晶表示装置では、水平走査期間直後のダミー走査期間が、ダミー走査期間の直前で
はない水平走査期間よりも短く設定されている構成とすることもできる。
【００３２】
　本液晶表示装置の駆動方法は、走査信号線が複数本ずつ含まれる各グループを順に選択
し、選択したグループに属する走査信号線を順次水平走査するのに対応して、同極性のデ
ータ信号電位を一水平走査期間ずつ順次データ信号線に出力する液晶表示装置の駆動方法
であって、各走査信号線には水平走査を行うための走査パルスを供給し、連続して選択す
る２グループ間で上記データ信号電位の極性を異ならせるとともに、先に選択するグルー
プの最後の水平走査に対応する水平走査期間と、後で選択するグループでの最初の水平走
査に対応する水平走査期間との間にｎ個（ｎは１以上の整数）のダミー走査期間を挿入し
、かつ該ダミー走査期間にはダミー信号電位を上記データ信号線に出力し、先に選択する
グループでの最後の水平走査に対応する走査パルスを非アクティブ化してからダミー走査
期間が開始するまでの時間を、上記先に選択するグループでの連続する２水平走査の一方
に対応する走査パルスが非アクティブ化してから他方に対応する水平走査走査期間が開始
するまでの時間よりも長く設定することを特徴とする。
【００３３】
　本テレビジョン受像機は、上記液晶表示装置と、テレビジョン放送を受信するチューナ
部とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３４】
　以上のように、本液晶表示装置によれば、先に選択されるグループでの最後の水平走査
に対応する水平走査期間を、他の水平走査期間に対して延長することで、該水平走査期間
に画素に書き込まれた電荷が、これに続くダミー走査期間の開始によって放電してしまう
現象を抑制することができる。これにより、従来問題となっていた黒っぽい横縞を低減す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】実施の形態１にかかる液晶表示装置の一駆動例を示すタイミングチャートである
。
【図２】実施の形態１にかかる液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図３】図１の駆動例を説明するためのタイミングチャートである。
【図４】図３の駆動例を用いた場合の、各画素の書き込み電位の極性分布を示す模式図で
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ある。
【図５】図１の駆動例をより具体的に示すタイミングチャートである。
【図６】図１の変形例を示すタイミングチャートである。
【図７】図１の変形例を示すタイミングチャートである。
【図８】実施の形態１にかかる液晶表示装置の他の駆動例を示すタイミングチャートであ
る。
【図９】図８の駆動例を説明するためのタイミングチャートである。
【図１０】図８の駆動例を用いた場合の、各画素の書き込み電位の極性分布を示す模式図
である。
【図１１】実施の形態２にかかる液晶表示装置の構成を示す模式図である。
【図１２】実施の形態２にかかる液晶表示装置の駆動例を示すタイミングチャートである
。
【図１３】図１２の駆動例を説明するためのタイミングチャートである。
【図１４】保持容量配線と保持容量幹配線の接続関係を示す模式図である。
【図１５】図１２の駆動例を用いた場合の、各画素の書き込み電位の極性分布および明暗
状態を示す模式図である。
【図１６】本液晶表示装置全体の構成を説明するブロック図である。
【図１７】本テレビジョン受像機の機能を説明するブロック図である。
【図１８】従来の液晶表示装置の駆動例を示すタイミングチャートである。
【図１９】従来の液晶表示装置の問題を説明するためのタイミングチャートである。
【図２０】従来の液晶表示装置の表示状態を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　本発明にかかる実施の形態の例を、図１～１７を用いて説明すれば、以下のとおりであ
る。
【００３７】
　〔実施の形態１〕
　実施の形態１にかかる液晶表示装置（例えば、ノーマリブラックモード）の表示部には
、図２に示すように、走査信号線Ｇ１～Ｇ１０８０が配され、マトリクス状に画素が配さ
れている。そして、例えば１つの画素列に、画素Ｐ１～Ｐ１０８０が含まれ、画素Ｐｉ（
ｉは１～１０８０の整数）に含まれる画素電極は、トランジスタを介して走査信号線Ｇｉ
およびデータ信号線Ｓに接続されている。
【００３８】
　本実施の形態１では、図３に示されるように、データ信号線をブロック反転駆動しなが
ら走査信号線を順次走査する。まず、表示部における走査信号線Ｇ１以降の部分を、走査
信号線に平行な８９本の境界で画される９０個のブロック（Ｂ１～Ｂ９０）に分けて考え
る。各ブロックには連続する１２本の走査信号線が含まれ、例えば、最上流ブロックであ
るブロックＢ１には走査信号線Ｇ１～Ｇ１２が含まれ、ブロックＢ２には走査信号線Ｇ１
３～Ｇ２４が含まれ、ブロックＢ３には走査信号線Ｇ２５～Ｇ３６が含まれ、最下流ブロ
ックであるブロックＢ９０には走査信号線Ｇ１０６９～Ｇ１０８０が含まれる。
【００３９】
　そして、最上流ブロックであるブロックＢ１に含まれる走査信号線１２本（Ｇ１・Ｇ２
・・・Ｇ１２）を先頭のグループＧｒ１とし、ブロックＢ１の下流側のブロックＢ２に含
まれる走査信号線１２本（Ｇ１３・Ｇ１４・・・Ｇ２４）をグループＧｒ２とし、以降、
各ブロックに含まれる走査信号線１２本を順にグループＧｒ３～Ｇｒ９０とし、Ｇｒ１か
ら順にＧｒ９０まで選択しつつ、選択したグループに属する走査信号線を順次水平走査す
る（走査信号線に順次ゲートパルスを供給する）のに対応して、同極性のデータ信号電位
を一水平走査期間ずつ順次データ信号線に出力する。さらに、連続して選択される２グル
ープ間で上記データ信号電位の極性（プラス・マイナス）を異ならせる。なお、図３に示
すデータＤ１、Ｄ２、Ｄ３・・・は、走査信号線Ｇ１に接続する画素Ｐ１、走査信号線Ｇ
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２に接続する画素Ｐ２、・・・（図２参照）に対応する映像データ（デジタルデータ）で
あり、極性反転信号ＰＯＬは、データ信号線Ｓに供給される信号電位の極性を制御する信
号である。
【００４０】
　具体的には、グループＧｒ１を選択してグループＧｒ１に属する走査信号線Ｇ１～Ｇ１
２を順次水平走査する（走査信号線Ｇ１～Ｇ１２に順次ゲートパルスＧＰ１～ＧＰ１２を
供給する）のに対応して、映像データＤ１～Ｄ１２に対応するプラス極性のデータ信号電
位を水平走査期間Ｈ１～Ｈ１２にデータ信号線Ｓに出力し、ついでグループＧｒ２を選択
してグループＧｒ２に属する走査信号線Ｇ１３～Ｇ２４を順次水平走査する（走査信号線
Ｇ１３～Ｇ２４に順次ゲートパルスＧＰ１３～ＧＰ２４を供給する）のに対応して、映像
データＤ１３～Ｄ２４に対応するマイナス極性のデータ信号電位を水平走査期間Ｈ１３～
Ｈ２４にデータ信号線Ｓに出力し、ついでグループＧｒ３を選択してグループＧｒ３に属
する走査信号線Ｇ２５～Ｇ３６を順次水平走査するのに対応して、映像データＤ２５～Ｄ
３６に対応するプラス極性のデータ信号電位を水平走査期間Ｈ２５～Ｈ３６にデータ信号
線Ｓに出力する。これにより、表示部の各画素の電位極性分布は図４のようになる。
【００４１】
　さらに、連続して選択される２グループのうち先に選択されるグループの最後の水平走
査に対応する水平走査期間と、後で選択されるグループでの最初の水平走査に対応する水
平走査期間との間に第１および第２ダミー走査期間を挿入し、各ダミー走査期間にダミー
信号電位をデータ信号線に出力する。
【００４２】
　例えば、連続して選択されるグループＧｒ１・Ｇｒ２のうち先に選択されるグループＧ
ｒ１の最後の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ１２と、後で選択されるグループＧｒ２
での最初の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ１３との間に第１および第２ダミー走査期
間ＨＸ・ＨＹを挿入するとともに、映像データＤ１２およびＤ１３間にダミーデータＤＡ
・ＤＢを挿入し、第１ダミー走査期間ＨＸには、ダミーデータＤＡ（例えば、映像データ
Ｄ１３と同一データ）に対応するダミー信号電位をデータ信号線Ｓに出力し、第２ダミー
走査期間ＨＹには、ダミーデータＤＢ（例えば、映像データＤ１３と同一データ）に対応
するダミー信号電位をデータ信号線Ｓに出力する。同様に、水平走査期間Ｈ２４と、水平
走査期間Ｈ２５との間に第１および第２ダミー走査期間Ｈｘ・Ｈｙを挿入するとともに、
映像データＤ２４およびＤ２５間にダミーデータＤａ・Ｄｂを挿入し、第１ダミー走査期
間Ｈｘには、ダミーデータＤａ（例えば、映像データＤ２５と同一データ）に対応するダ
ミー信号電位をデータ信号線Ｓに出力し、第２ダミー走査期間ＨＹには、ダミーデータＤ
Ｂ（例えば、映像データＤ１３と同一データ）に対応するダミー信号電位をデータ信号線
Ｓに出力する。
【００４３】
　ここで、各グループでの連続する２水平走査の一方（先の方）に対応するゲートパルス
が非アクティブ化するのと同時に、他方（後の方）に対応するゲートパルスがアクティブ
化する。さらに、任意の水平走査に対応するゲートパルスがアクティブ化した後に、この
水平走査に対応する水平走査期間が開始し、このゲートパルスが非アクティブ化した後に
、この水平走査に対応する水平走査期間が終了する。
【００４４】
　例えば、ゲートパルスＧＰ１が非アクティブ化する（立ち下がる）のと同時に、ゲート
パルスＧＰ２がアクティブ化し（立ち上がり）、ゲートパルスＧＰ２が非アクティブ化す
るのと同時に、ゲートパルスＧＰ３がアクティブ化する。また、ゲートパルスＧＰ１がア
クティブ化した後に、水平走査期間Ｈ１が開始し、ゲートパルスＧＰ１が非アクティブ化
した後に、水平走査期間Ｈ１が終了する。また、ゲートパルスＧＰ２がアクティブ化した
後に、水平走査期間Ｈ２が開始し、ゲートパルスＧＰ２が非アクティブ化した後に、水平
走査期間Ｈ２が終了する。なお、ゲートパルスＧＰ１３は、ゲートパルスＧＰ１２が非ア
クティブ化するのと同時にアクティブ化し、第１および第２ダミー走査期間ＨＸ・ＨＹを
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経て、ゲートパルスＧＰ１４がアクティブ化するのと同時に非アクティブ化する。
【００４５】
　ここで注目すべきは、連続して選択される２グループのうち先に選択されるグループで
の最後の水平走査に対応するゲートパルスが非アクティブ化してからダミー走査期間が開
始されるまでの時間が、上記先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方に対
応するゲートパルスが非アクティブ化してから他方に対応する水平走査走査期間が開始さ
れるまでの時間よりも長く設定されている点、換言すれば、先に選択されるグループでの
最後の水平走査に対応する走査パルスが非アクティブ化した後、この最後の水平走査に対
応する映像データの出力からダミーデータの出力に切り替わるまでの時間が、上記先に選
択されるグループでの連続する２水平走査の一方の水平走査に対応する走査パルスが非ア
クティブ化した後、この一方の水平走査に対応する映像データの出力から他方の水平走査
に対応する映像データの出力に切り替わるまでの時間よりも長く設定されている点である
。
【００４６】
　具体的には、グループＧｒ１最後の水平走査に対応するゲートパルスＧＰ１２が非アク
ティブ化して（立ち下がって）から第１ダミー走査期間ＨＸが開始する（Ｄ１２の出力か
らＤＡの出力に切り替わる）までの時間や、グループＧｒ２最後の水平走査に対応するゲ
ートパルスＧＰ２４が非アクティブ化して（立ち下がって）から第１ダミー走査期間Ｈｘ
が開始する（Ｄ２４の出力からＤａの出力に切り替わる）までの時間を、ゲートパルスＧ
Ｐ１が非アクティブ化して（立ち下がって）から水平走査走査期間Ｈ２が開始する（Ｄ１
の出力からＤ２の出力に切り替わる）までの時間や、ゲートパルスＧＰ１１が非アクティ
ブ化して（立ち下がって）から水平走査走査期間Ｈ１２が開始する（Ｄ１１の出力からＤ
１２の出力に切り替わる）までの時間よりも長く設定する。この効果を、図１を用いて説
明する。
【００４７】
　まず、図１に示すように、ゲートパルスＧＰ１１がアクティブ化した後に、水平走査期
間Ｈ１１（映像データＤ１１に対応するプラス極性のデータ信号電位がデータ信号線Ｓに
出力される期間）が開始し、ゲートパルスＧＰ１１が非アクティブ化して時間ｔが経過し
た後に、水平走査期間Ｈ１１が終了し、これと同時に、水平走査期間Ｈ１２（映像データ
Ｄ１２に対応するプラス極性のデータ信号電位がデータ信号線Ｓに出力される期間）が開
始する。なお、ゲートパルスＧＰ１１が非アクティブ化と同時にゲートパルスＧＰ１２が
アクティブ化するため、時間ｔの少なくとも一部では、走査信号線Ｇ１２に繋がる画素Ｐ
１２のＴＦＴがＯＮ状態になっている。したがって、ｔを長くし過ぎると、一時的に画素
Ｐ１２に画素１１の表示がなされ、いわゆるゴーストとして視認されるおそれがある。
【００４８】
　少し戻って、ゲートパルスＧＰ１１が非アクティブ化するのと同時にゲートパルスＧＰ
１２がアクティブ化し、その後、水平走査期間Ｈ１２（映像データＤ１２に対応するプラ
ス極性のデータ信号電位がデータ信号線Ｓに出力される期間）が開始し、ゲートパルスＧ
Ｐ１２が非アクティブ化して時間Ｔ（＞ｔ）が経過した後に、水平走査期間Ｈ１２が終了
し、これと同時に、ダミー走査期間ＨＸが開始する。
【００４９】
　ここで、ゲートパルスＧＰ１２が非アクティブ化しても、寄生抵抗や寄生容量に起因し
て、走査信号線Ｇ１２の電位ＧＶ１２は急峻に立ち下がらず、鈍りながら降下する。すな
わち、ゲートパルスＧＰ１２が非アクティブ化した後も暫く（鈍り期間）は、走査信号線
Ｇ１２に繋がる画素Ｐ１２のＴＦＴがＯＮ状態になっている。
【００５０】
　そこで、ゲートパルスＧＰ１２が非アクティブ化してからダミー走査期間ＨＸ（ダミー
データＤＡに対応するマイナス極性のダミー信号電位がデータ信号線Ｓに出力される期間
）の開始までの時間Ｔを、ｔよりも長く設定しておく（すなわち、水平走査期間Ｈ１２を
延長する）ことで、走査信号線Ｇ１２の電位ＧＶ１２の鈍り期間（その大部分）を水平走
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査期間Ｈ１２に含めることができる。これにより、水平走査期間Ｈ１２に画素Ｐ１２に書
き込まれたプラス電荷がダミー走査期間ＨＸの開始によって放電してしまう現象を抑制す
ることができ、従来の表示で問題となっていた黒っぽい横縞（図２０参照）を低減するこ
とができる。
【００５１】
　なお、時間ｔやＴは、例えば、走査信号線の電位ＧＶ１２の鈍り程度（走査信号線の時
定数）とデータ信号電位ＳＶの鈍り程度（データ信号線の時定数）、ソースドライバの特
性に基づいて設定され、例えば、ｔ＝２〔μｓ〕、Ｔ＝５〔μｓ〕である。なお、Ｔ－ｔ
（水平走査期間Ｈ１２の他の水平走査期間に対する延長分）は、例えば、走査信号線Ｇ１
２に供給するゲートパルスＧＰ１２が非アクティブ化してから走査信号線Ｇ１２の電位Ｇ
Ｖ１２が非アクティブの（Ｌｏｗ）電位に落ちるまでの所要時間とすることが望ましい。
【００５２】
　図５はゲートクロックＧＣＫによってゲートパルスを生成し、ラッチストローブ（ラッ
チパルス）信号ＬＳによって水平走査期間を規定する場合を示すタイミングチャートであ
る。この場合、隣り合う２ゲートクロックの一方の立ち上がりと他方の立ち上がりとが、
１つのゲートパルスの立ち上がり（アクティブ化）と立ち下がり（非アクティブ化）とに
同期している。また、ラッチパルスの立ち上がり時に、映像データやダミーデータがラッ
チされ、ラッチパルスの立ち下がり時にこれに対応する信号電位（データ信号電位やダミ
ー信号電位）がデータ信号線Ｓに出力される。例えば、ラッチスパルスＬＳ１１の立ち下
がりによって映像データＤ１１に対応するデータ信号電位の出力（水平走査期間Ｈ１１）
が開始され、ラッチスパルスＬＳ１２の立ち下がりによって、映像データＤ１１に対応す
るデータ信号電位の出力（水平走査期間Ｈ１１）が終了する同時に、映像データＤ１２に
対応するデータ信号電位の出力（水平走査期間Ｈ１２）が開始される。また、ラッチパル
スＬＳＸの立ち下がりによって、映像データＤ１２に対応するデータ信号電位の出力（水
平走査期間Ｈ１２）が終了する同時に、ダミーデータＤＡに対応するダミー信号電位の出
力（ダミー走査期間ＨＸ）が開始される。したがって、上記Ｔ（ゲートパルスＧ１２が非
アクティブ化してからダミー走査期間ＨＸが開始されるまでの時間）＞上記ｔ（連続する
２水平走査の一方に対応するゲートパルスが非アクティブ化してから他方に対応する水平
走査走査期間が開始されるまでの時間）に設定するためには、ラッチパルスＬＳ１２とラ
ッチパルスＬＳＸとの間隔を、ラッチパルスＬＳ１１とラッチパルスＬＳ１２との間隔よ
りも広くしてやればよい。
【００５３】
　この場合、水平走査期間Ｈ１２を延長する分、これに続くダミー走査期間ＨＸを短縮す
る（ＨＸ＜ＨＹとする）ことが望ましい。例えば、水平走査期間Ｈ１２およびダミー走査
期間ＨＸの和を、例えば水平走査期間Ｈ１１（＝ＨＹ）の２倍とする。こうすれば、映像
データやダミーデータの入力間隔を変更することなく、ラッチストローブ信号ＬＳの設定
を変更する（ラッチパルスＬＳＸの位置変更）だけで水平走査期間Ｈ１２を延長すること
が可能となる。
【００５４】
　また、図１ではｔ（連続する２水平走査の一方に対応するゲートパルスが非アクティブ
化してから他方に対応する水平走査走査期間が開始されるまでの時間）を、一定時間（例
えば、２μ秒）に設定しているが、これに限定されない。例えば図６のように、にｔ≒０
とすることも可能である。
【００５５】
　また、図１では、グループの最初の水平走査に対応するゲートパルスは、ダミー走査期
間の開始前にアクティブ化している（すなわち、ゲートパルスＧＰ１３は、ゲートパルス
ＧＰ１２が非アクティブ化するのと同時にアクティブ化し、第１および第２ダミー走査期
間ＨＸ・ＨＹを経て、ゲートパルスＧＰ１４がアクティブ化するのと同時に非アクティブ
化する）が、これに限定されない。グループの最初の水平走査に対応するゲートパルスを
、ダミー走査期間の開始後にアクティブ化してもよい。例えば図７のように、ゲートパル
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スＧＰ１３は、ゲートパルスＧＰ１２が非アクティブ化するのと同時にアクティブ化せず
、第２ダミー走査期間ＨＹの終了（水平走査走査期間Ｈ１３の開始）直前にアクティブ化
する。
【００５６】
　グループ最初に水平走査される走査信号線（例えば、Ｇ１３やＧ２５）が充電不足にな
るようなときには図１のように、グループの最初の水平走査に対応するゲートパルス（例
えば、ＧＰ１３）を、ダミー走査期間の開始前にアクティブ化することが好ましく、グル
ープ最初に水平走査される走査信号線（例えば、Ｇ１３やＧ２５）が過充電になるような
ときには図７のように、グループの最初の水平走査に対応するゲートパルスを、ダミー走
査期間の開始後にアクティブ化することが望ましい。
【００５７】
　本実施の形態では、図８に示されるように、データ信号線をブロック反転駆動しながら
走査信号線を飛び越し（インターレス）走査することもできる。この場合、表示部におけ
る走査信号線Ｇ１以降の部分を、走査信号線に平行な４４本の境界で画される４５個のブ
ロック（Ｂ１～Ｂ４５）に分けて考える。各ブロックには連続する２４本の走査信号線が
含まれ、例えば、最上流ブロックであるブロックＢ１には走査信号線Ｇ１～Ｇ２４が含ま
れ、ブロックＢ２には走査信号線Ｇ２５～Ｇ４８が含まれ、ブロックＢ３には走査信号線
Ｇ４９～Ｇ７２が含まれ、最下流ブロックであるブロックＢ４５には走査信号線Ｇ１０５
７～Ｇ１０８０が含まれる。
【００５８】
　そして、最上流ブロックであるブロックＢ１に含まれる奇数番目の走査信号線１２本（
Ｇ１・Ｇ３・・・Ｇ２３）を先頭のグループＧｒ１とし、ブロックＢ１とその下流側のブ
ロックＢ２とに含まれる偶数番目の走査信号線２４本（Ｇ２・Ｇ４・・・Ｇ４８）をグル
ープＧｒ２とするとともに、２番目のブロックＢ２とその下流側のブロックＢ３とに含ま
れる奇数番目の走査信号線２４本（Ｇ２５・Ｇ２７・・・Ｇ７１）をグループＧｒ３とし
、以降、ブロックＢｊ（ｊは３～４３の奇数）とその下流側のブロックＢ（ｊ＋１）とに
含まれる偶数番目の走査信号線２４本のグループ化、およびＢ（ｊ＋１）ブロックとその
下流側のブロックＢ（ｊ＋２）とに含まれる奇数番目の走査信号線２４本のグループ化を
繰り返してグループＧｒ４～Ｇ４５とし、最下流ブロックであるブロックＢ４５に含まれ
る偶数番目の走査信号線１２本（Ｇ１０５８・Ｇ１０６０・・・Ｇ１０８０）を最終のグ
ループＧｒ４６とし、Ｇｒ１から順にＧｒ４６まで選択しつつ、選択したグループに属す
る走査信号線を順次水平走査する（走査信号線に順次ゲートパルスを供給する）のに対応
して、同極性のデータ信号電位を一水平走査期間ずつ順次データ信号線に出力する。さら
に、連続して選択される２グループ間で上記データ信号電位の極性（プラス・マイナス）
を異ならせる。
【００５９】
　具体的には、グループＧｒ１を選択してグループＧｒ１に属する走査信号線Ｇ１・Ｇ３
・・・Ｇ２３を順次水平走査する（走査信号線Ｇ１・Ｇ３・・・Ｇ２３に順次ゲートパル
スＧＰ１・ＧＰ３・・・ＧＰ２３を供給する）のに対応して、映像データＤ１・Ｄ３・・
・Ｄ２３に対応するプラス極性のデータ信号電位を一水平走査期間ずつデータ信号線Ｓに
出力し、ついでグループＧｒ２を選択してグループＧｒ２に属する走査信号線Ｇ２・Ｇ４
・・・Ｇ４８を順次水平走査する（走査信号線Ｇ２・Ｇ４・・・Ｇ４８に順次ゲートパル
スＧＰ２・ＧＰ４・・・ＧＰ４８を供給する）のに対応して、映像データＤ２・Ｄ４・・
・Ｄ４８に対応するマイナス極性のデータ信号電位を一水平走査期間ずつデータ信号線Ｓ
に出力し、ついでグループＧｒ３を選択してグループＧｒ３に属する走査信号線Ｇ２５・
Ｇ２７・・・を順次水平走査する（走査信号線Ｇ２５・Ｇ２７・・・に順次ゲートパルス
ＧＰ２５・ＧＰ２７・・・を供給する）のに対応して、映像データＤ２５・Ｄ２７・・・
に対応するプラス極性のデータ信号電位を一水平走査期間ずつデータ信号線Ｓに出力する
。これにより、表示部の各画素の電位極性分布は図１０のようになる。
【００６０】
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　さらに、連続して選択される２グループのうち先に選択されるグループの最後の水平走
査に対応する水平走査期間と、後で選択されるグループでの最初の水平走査に対応する水
平走査期間との間に第１および第２ダミー走査期間を挿入し、各ダミー走査期間にダミー
信号電位をデータ信号線に出力する。
【００６１】
　例えば、連続して選択されるグループＧｒ１・Ｇｒ２のうち先に選択されるグループＧ
ｒ１の最後の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ２３と、後で選択されるグループＧｒ２
での最初の水平走査に対応する水平走査期間Ｈ２との間に第１および第２ダミー走査期間
ＨＸ・ＨＹを挿入するとともに、映像データＤ２３およびＤ２間にダミーデータＤＡ・Ｄ
Ｂを挿入し、第１ダミー走査期間ＨＸには、ダミーデータＤＡ（例えば、映像データＤ２
と同一データ）に対応するダミー信号電位をデータ信号線Ｓに出力し、第２ダミー走査期
間ＨＹには、ダミーデータＤＢ（例えば、映像データＤ２と同一データ）に対応するダミ
ー信号電位をデータ信号線Ｓに出力する。同様に、水平走査期間Ｈ４８と、水平走査期間
Ｈ２５との間に第１および第２ダミー走査期間Ｈｘ・Ｈｙを挿入するとともに、映像デー
タＤ４８およびＤ２５間にダミーデータＤａ・Ｄｂを挿入し、第１ダミー走査期間Ｈｘに
は、ダミーデータＤａ（例えば、映像データＤ２５と同一データ）に対応するダミー信号
電位をデータ信号線Ｓに出力し、第２ダミー走査期間ＨＹには、ダミーデータＤｂ（例え
ば、映像データＤ２５と同一データ）に対応するダミー信号電位をデータ信号線Ｓに出力
する。
【００６２】
　ここで、各グループでの連続する２水平走査の一方（先の方）に対応するゲートパルス
が非アクティブ化するのと同時に、他方（後の方）に対応するゲートパルスがアクティブ
化する。さらに、任意の水平走査に対応するゲートパルスがアクティブ化した後に、この
水平走査に対応する水平走査期間が開始し、このゲートパルスが非アクティブ化した後に
、この水平走査に対応する水平走査期間が終了する。
【００６３】
　例えば、ゲートパルスＧＰ１が非アクティブ化する（立ち下がる）のと同時に、ゲート
パルスＧＰ３がアクティブ化し（立ち上がり）、ゲートパルスＧＰ３が非アクティブ化す
るのと同時に、ゲートパルスＧＰ５がアクティブ化する。また、ゲートパルスＧＰ１がア
クティブ化した後に、水平走査期間Ｈ１が開始し、ゲートパルスＧＰ１が非アクティブ化
した後に、水平走査期間Ｈ１が終了する。また、ゲートパルスＧＰ３がアクティブ化した
後に、水平走査期間Ｈ３が開始し、ゲートパルスＧＰ３が非アクティブ化した後に、水平
走査期間Ｈ３が終了する。なお、ゲートパルスＧＰ２は、ゲートパルスＧＰ２３が非アク
ティブ化するのと同時にアクティブ化し、第１および第２ダミー走査期間ＨＸ・ＨＹを経
て、ゲートパルスＧＰ４がアクティブ化するのと同時に非アクティブ化する。
【００６４】
　ここで注目すべきは、連続して選択される２グループのうち先に選択されるグループで
の最後の水平走査に対応するゲートパルスが非アクティブ化してからダミー走査期間が開
始されるまでの時間が、上記先に選択されるグループでの連続する２水平走査の一方に対
応するゲートパルスが非アクティブ化してから他方に対応する水平走査走査期間が開始さ
れるまでの時間よりも長く設定されている点である。
【００６５】
　具体的には、グループＧｒ１最後の水平走査に対応するゲートパルスＧＰ２３が非アク
ティブ化して（立ち下がって）から第１ダミー走査期間ＨＸが開始するまでの時間や、グ
ループＧｒ２最後の水平走査に対応するゲートパルスＧＰ４８が非アクティブ化して（立
ち下がって）から第１ダミー走査期間Ｈｘが開始するまでの時間を、ゲートパルスＧＰ１
が非アクティブ化して（立ち下がって）から水平走査走査期間Ｈ３が開始するまでの時間
や、ゲートパルスＧＰ２１が非アクティブ化して（立ち下がって）から水平走査走査期間
Ｈ２３が開始するまでの時間よりも長く設定する。この点について図９を用いて説明する
。
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【００６６】
　まず、図９に示すように、ゲートパルスＧＰ２１がアクティブ化した後に、水平走査期
間Ｈ２１（映像データＤ２１に対応するプラス極性のデータ信号電位がデータ信号線Ｓに
出力される期間）が開始し、ゲートパルスＧＰ２１が非アクティブ化して時間ｔが経過し
た後に、水平走査期間Ｈ２１が終了する。
【００６７】
　また、ゲートパルスＧＰ２１が非アクティブ化するのと同時にゲートパルスＧＰ２３が
アクティブ化し、その後、水平走査期間Ｈ２３（映像データＤ２３に対応するプラス極性
のデータ信号電位がデータ信号線Ｓに出力される期間）が開始し、ゲートパルスＧＰ２３
が非アクティブ化して時間Ｔ（＞ｔ）が経過した後に、水平走査期間Ｈ２３が終了し、こ
れと同時に、ダミー走査期間ＨＸが開始する。
【００６８】
　ここで、ゲートパルスＧＰ２３が非アクティブ化しても、寄生抵抗や寄生容量に起因し
て、走査信号線Ｇ２３の電位ＧＶ２３は急峻に立ち下がらず、鈍りながら降下する。すな
わち、ゲートパルスＧＰ２３が非アクティブ化した後も暫く（鈍り期間）は、走査信号線
Ｇ２３に繋がる画素Ｐ２３のＴＦＴがＯＮ状態になっている。
【００６９】
　そこで、ゲートパルスＧＰ２３が非アクティブ化してからダミー走査期間ＨＸ（ダミー
データＤＡに対応するマイナス極性のダミー信号電位がデータ信号線Ｓに出力される期間
）の開始までの時間Ｔを、ｔよりも長く設定しておく（すなわち、水平走査期間Ｈ２３を
延長する）ことで、走査信号線Ｇ２３の電位ＧＶ２３の鈍り期間（その大部分）を水平走
査期間Ｈ２３に含めることができる。これにより、水平走査期間Ｈ２３に画素Ｐ２３に書
き込まれたプラス電荷がダミー走査期間ＨＸの開始によって放電してしまう現象を抑制す
ることができ、従来の表示で問題となっていた黒っぽい横縞（図２０参照）を低減するこ
とができる。
【００７０】
　〔実施の形態２〕
　実施の形態２にかかる液晶表示装置（例えば、ノーマリブラックモード）の表示部には
、図１１に示すように、走査信号線（Ｇ１～Ｇ１０８０）と、走査信号線と平行な保持容
量配線（ＣＳ１～ＣＳ１０８１）とが設けられ、１画素に、列方向（データ信号線の延伸
方向）に並ぶ２つの副画素が設けられ、１つの副画素に１つの画素電極が設けられている
。また、列方向に隣接する２つの画素の間隙に対応して１本の保持容量配線が設けられ、
この１本の保持容量配線は、上記２つの画素の一方に設けられた画素電極の１つおよび他
方に設けられた画素電極の１つそれぞれと容量を形成している。
【００７１】
　すなわち、画素列内のｉ番目の画素を画素Ｐｉとすれば、画素列の両側にＣＳ１および
ＣＳ１０８１が設けられ、画素Ｐｉ（ｉは１～１０７９の整数）と画素Ｐ（ｉ＋１）の間
隙に対応して１本の保持容量配線ＣＳ（ｉ＋１）が設けられる。また、画素Ｐｉ（ｉは１
～１０８０の整数）は、トランジスタを介して走査信号線Ｇｉとデータ信号線ＳＬとに接
続される画素電極を２個有し、一方の画素電極が保持容量配線ＣＳｉと保持容量を形成し
、他方の画素電極が保持容量配線ＣＳ（ｉ＋１）と保持容量を形成している。
【００７２】
　例えば、画素列の一方側（上流側）に保持容量配線ＣＳ１が設けられ、画素Ｐ１と画素
Ｐ２の間隙に対応して保持容量配線ＣＳ２が設けられ、画素Ｐ２と画素Ｐ３の間隙に対応
して保持容量配線ＣＳ３が設けられる。画素Ｐ１は、トランジスタを介して走査信号線Ｇ
１とデータ信号線ＳＬとに接続される画素電極を２個有し、一方の画素電極が保持容量配
線ＣＳ１と保持容量を形成し、他方の画素電極が保持容量配線ＣＳ２と保持容量を形成し
ている。また、画素Ｐ２は、トランジスタを介して走査信号線Ｇ２とデータ信号線ＳＬと
に接続される画素電極を２個有し、一方の画素電極が保持容量配線ＣＳ２と保持容量を形
成し、他方の画素電極が保持容量配線ＣＳ３と保持容量を形成している。
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【００７３】
　まず、実施の形態２にかかる液晶表示装置では、データ信号線Ｓおよび走査信号線Ｇ１
～Ｇ１０８０の駆動、並びに水平走査期間およびダミー走査期間の設定を、図８・図９に
示した形態と同一とする。
【００７４】
　以下に、ＣＳ駆動回路（ＣＳドライバ）が保持容量配線ＣＳｉ（ｉは１～１０８０の整
数）に供給する保持容量配線信号ＳＣＳｉについて、図１２～図１４を用いて説明する。
図１２・図１３に示すように、保持容量配線信号ＳＣＳ１～ＳＣＳ１０８１は、１４相（
保持容量配線信号ＳＣＳ１に代表される第１相、ＳＣＳ２に代表される第２相、ＳＣＳ３
に代表される第３相、ＳＣＳ４に代表される第４相、ＳＣＳ５に代表される第５相、ＳＣ
Ｓ６に代表される第６相、ＳＣＳ７に代表される第７相、ＳＣＳ８に代表される第８相、
ＳＣＳ９に代表される第９相、ＳＣＳ１０に代表される第１０相、ＳＣＳ１１に代表され
る第１１相、ＳＣＳ１２に代表される第１２相、ＳＣＳ１３に代表される第１３相、ＳＣ
Ｓ１４に代表される第１４相）の波形のいずれかをとる。
【００７５】
　ここで、各相は同一周期（Ｈｉｇｈレベルが７Ｈ続く第１区と、Ｌｏｗレベルが７Ｈ続
く第２区とからなる１４Ｈ周期）となっており、ＳＣＳ２に代表される第２相は、ＳＣＳ
１に代表される第１相よりも半周期分（７Ｈ）位相が遅れ、任意の奇数番目の相とその次
の奇数番目の相とでは、後者が前者よりも１Ｈ位相が遅れ、任意の偶数番目の相とその次
の偶数番目の相とでは、後者が前者よりも１Ｈ位相が遅れている。例えば、保持容量配線
信号ＳＣＳ３に代表される第３相はＳＣＳ１に代表される第１相よりも１Ｈだけ位相が遅
れ、ＳＣＳ４に代表される第４相はＳＣＳ２に代表される第２相よりも１Ｈだけ位相が遅
れている。
【００７６】
　そして、ｊを０～３８の整数、ｋを０～３８の整数として、保持容量配線信号ＳＣＳ（
２８ｊ＋１）およびＳＣＳ（２８ｋ＋１６）は第１相、ｊを０～３８の整数、ｋを０～３
８の整数として、保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋２）およびＳＣＳ（２８ｋ＋１５）
は第２相となっている。また、ｊを０～３８の整数、ｋを０～３７の整数（以下同様）と
して、保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋３）およびＳＣＳ（２８ｋ＋１８）は第３相、
保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋４）およびＳＣＳ（２８ｋ＋１７）は第４相、保持容
量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋５）およびＳＣＳ（２８ｋ＋２０）は第５相、保持容量配線
信号ＳＣＳ（２８ｊ＋６）およびＳＣＳ（２８ｋ＋１９）は第６相、保持容量配線信号Ｓ
ＣＳ（２８ｊ＋７）およびＳＣＳ（２８ｋ＋２２）は第７相、保持容量配線信号ＳＣＳ（
２８ｊ＋８）およびＳＣＳ（２８ｋ＋２１）は第８相、保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ
＋９）およびＳＣＳ（２８ｋ＋２４）は第９相、保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋１０
）およびＳＣＳ（２８ｋ＋２３）は第１０相、保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋１１）
およびＳＣＳ（２８ｋ＋２６）は第１１相、保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋１２）お
よびＳＣＳ（２８ｋ＋２５）は第１２相、保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋１３）およ
びＳＣＳ（２８ｋ＋２８）は第１３相、保持容量配線信号ＳＣＳ（２８ｊ＋１１４）およ
びＳＣＳ（２８ｋ＋２７）は第１４相となっている。
【００７７】
　なお、図１４に示すように、第１相～第１４相の保持容量配線信号がそれぞれ、保持容
量配線幹配線Ｍ１～Ｍ１４に入力され、ｊを０～３８の整数、ｋを０～３８の整数として
、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋１）およびＣＳ（２８ｋ＋１６）は保持容量幹配線Ｍ１、
ｊを０～３８の整数、ｋを０～３８の整数として、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋２）およ
びＣＳ（２８ｋ＋１５）は保持容量幹配線Ｍ２に接続されている。また、ｊを０～３８の
整数、ｋを０～３７の整数（以下同様）として、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋３）および
ＣＳ（２８ｋ＋１８）は保持容量幹配線Ｍ３、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋４）およびＣ
Ｓ（２８ｋ＋１７）は保持容量幹配線Ｍ４、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋５）およびＣＳ
（２８ｋ＋２０）は保持容量幹配線Ｍ５、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋６）およびＣＳ（
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２８ｋ＋１９）は保持容量幹配線Ｍ６、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋７）およびＣＳ（２
８ｋ＋２２）は保持容量幹配線Ｍ７、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋８）およびＣＳ（２８
ｋ＋２１）は保持容量幹配線Ｍ８、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋９）およびＣＳ（２８ｋ
＋２４）は保持容量幹配線Ｍ９、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋１０）およびＣＳ（２８ｋ
＋２３）は保持容量幹配線Ｍ１０、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋１１）およびＣＳ（２８
ｋ＋２６）は保持容量幹配線Ｍ１１、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋１２）およびＣＳ（２
８ｋ＋２５）は保持容量幹配線Ｍ１２、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋１３）およびＣＳ（
２８ｋ＋２８）は保持容量幹配線Ｍ１３、保持容量配線ＣＳ（２８ｊ＋１４）およびＣＳ
（２８ｋ＋２７）は保持容量幹配線Ｍ１４に接続されている。
【００７８】
　保持容量配線信号ＳＣＳ１～ＳＣＳ１０８１の波形は以上のとおりであり、さらに本液
晶表示装置では、図１３に示すように、保持容量配線信号ＳＣＳ１（第１相）は、走査信
号線Ｇ１に対応する水平走査期間Ｈ１に「Ｌ」レベルで、水平走査期間Ｈ１終了時から１
Ｈ経過したタイミングで「Ｌ」→「Ｈ」にレベルシフトし、保持容量配線信号ＳＣＳ２（
第２相）は、走査信号線Ｇ１に対応する水平走査期間Ｈ１に「Ｈ」レベルで、水平走査期
間Ｈ１終了時から１Ｈ経過したタイミングで「Ｈ」→「Ｌ」にレベルシフトするように設
定されている。
【００７９】
　ここで、画素Ｐ１の２つの副画素の一方には保持容量配線ＣＳ１と保持容量を形成する
画素電極が含まれるとともに、他方には保持容量配線ＣＳ２と保持容量を形成する画素電
極が含まれ、かつこれら２つの画素電極には水平走査期間Ｈ１にプラスの信号電位が供給
されているが、保持容量配線信号ＳＣＳ１が「Ｌ」→「Ｈ」にレベルシフトするのに伴っ
て保持容量配線ＣＳ１と保持容量を形成する画素電極の電位が上昇し、保持容量配線信号
ＳＣＳ２が「Ｈ」→「Ｌ」にレベルシフトするのに伴って保持容量配線ＣＳ２と保持容量
を形成する画素電極の電位が下降する。これにより、図１５に示すように、保持容量配線
ＣＳ１と保持容量を形成する画素電極を含む副画素を「明副画素」、保持容量配線ＣＳ２
と保持容量を形成する画素電極を含む副画素を「暗副画素」とすることができ、これら明
・暗副画素によって中間調を表示することができる。
【００８０】
　また、保持容量配線信号ＳＣＳ１・ＳＣＳ２（第１および第２相）が上記のように設定
されているため、保持容量配線信号ＳＣＳ２（第２相）は、走査信号線Ｇ２に対応する水
平走査期間Ｈ２に「Ｈ」レベルで、水平走査期間Ｈ２終了時から１Ｈ経過したタイミング
で「Ｈ」→「Ｌ」にレベルシフトし、保持容量配線信号ＳＣＳ３（第３相）は、走査信号
線Ｇ２に対応する水平走査期間Ｈ２に「Ｌ」レベルで、水平走査期間Ｈ２終了時から２Ｈ
経過したタイミングで「Ｌ」→「Ｈ」にレベルシフトする。
【００８１】
　ここで、画素Ｐ２の２つの副画素の一方には保持容量配線ＣＳ２と保持容量を形成する
画素電極が含まれるとともに、他方には保持容量配線ＣＳ３と保持容量を形成する画素電
極が含まれ、かつこれら２つの画素電極には水平走査期間Ｈ２にマイナスの信号電位が供
給されているが、保持容量配線信号ＳＣＳ２が「Ｈ」→「Ｌ」にレベルシフトするのに伴
って保持容量配線ＣＳ２と保持容量を形成する画素電極の電位が下降し、保持容量配線信
号ＳＣＳ３が「Ｌ」→「Ｈ」にレベルシフトするのに伴って保持容量配線ＣＳ３と保持容
量を形成する画素電極の電位が上昇する。これにより、図１５に示すように、保持容量配
線ＣＳ２と保持容量を形成する画素電極を含む副画素を「明副画素」、保持容量配線ＣＳ
３と保持容量を形成する画素電極を含む副画素を「暗副画素」とすることができ、これら
明・暗副画素によって中間調を表示することができる。
【００８２】
　また、保持容量配線信号ＳＣＳ１・ＳＣＳ２（第１および第２相）が上記のように設定
されているため、保持容量配線信号ＳＣＳ３（第３相）は、走査信号線Ｇ３に対応する水
平走査期間Ｈ３に「Ｌ」レベルで、水平走査期間Ｈ３終了時から１Ｈ経過したタイミング
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で「Ｌ」→「Ｈ」にレベルシフトし、保持容量配線信号ＳＣＳ４（第４相）は、走査信号
線Ｇ３に対応する水平走査期間Ｈ３に「Ｈ」レベルで、水平走査期間Ｈ３終了時から１Ｈ
経過したタイミングで「Ｈ」→「Ｌ」にレベルシフトする。
【００８３】
　ここで、画素Ｐ１の２つの副画素の一方には保持容量配線ＣＳ３と保持容量を形成する
画素電極が含まれるとともに、他方には保持容量配線ＣＳ４と保持容量を形成する画素電
極が含まれ、かつこれら２つの画素電極には水平走査期間Ｈ３にプラスの信号電位が供給
されているが、保持容量配線信号ＳＣＳ３が「Ｌ」→「Ｈ」にレベルシフトするのに伴っ
て保持容量配線ＣＳ３と保持容量を形成する画素電極の電位が上昇し、保持容量配線信号
ＳＣＳ４が「Ｈ」→「Ｌ」にレベルシフトするのに伴って保持容量配線ＣＳ４と保持容量
を形成する画素電極の電位が下降する。これにより、図１５に示すように、保持容量配線
ＣＳ３と保持容量を形成する画素電極を含む副画素を「明副画素」、保持容量配線ＣＳ４
と保持容量を形成する画素電極を含む副画素を「暗副画素」とすることができ、これら明
・暗副画素によって中間調を表示することができる。
【００８４】
　本液晶表示装置によれば、図１５に示すように、１画素内の２つの副画素を「明副画素
」および「暗副画素」として中間調を表示することができるため、視野角特性を高めるこ
とができる。さらに、１つの画素列において、明副画素と暗副画素とが交互に並ぶ状態（
市松状）とすることができるため、ざらつき感の少ないなめらかな表示が可能となる。
【００８５】
　図１６は、実施の形態１にかかる液晶表示装置の一構成例を示すブロック図である。同
図に示されるように、本液晶表示装置は、表示部（液晶パネル）と、ソースドライバと、
ゲートドライバと、バックライトと、バックライト駆動回路と、表示制御回路とを備えて
いる。ソースドライバはデータ信号線を駆動し、ゲートドライバは走査信号線を駆動し、
表示制御回路は、ソースドライバ、ゲートドライバおよびバックライト駆動回路を制御す
る。
【００８６】
　表示制御回路は、外部の信号源（例えばチューナ）から、表示すべき画像を表すデジタ
ルビデオ信号Ｄｖと、当該デジタルビデオ信号Ｄｖに対応する水平同期信号ＨＳＹおよび
垂直同期信号ＶＳＹと、表示動作を制御するための制御信号Ｄｃとを受け取る。また、表
示制御回路は、受け取ったこれらの信号Ｄｖ，ＨＳＹ，ＶＳＹ，Ｄｃに基づき、そのデジ
タルビデオ信号Ｄｖの表す画像を表示部に表示させるための信号として、データスタート
パルス信号ＳＳＰと、データクロック信号ＳＣＫと、表示すべき画像を表すデジタル画像
信号ＤＡ（ビデオ信号Ｄｖに対応する信号）と、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰと、ゲ
ートクロック信号ＧＣＫと、ゲートドライバ出力制御信号（走査信号出力制御信号）ＧＯ
Ｅと、データ信号線に供給する信号電位の極性を制御する極性反転信号ＰＯＬと、水平走
査期間およびダミー走査期間を規定するラッチストローブ信号ＬＳとを生成し、これらを
出力する。
【００８７】
　より詳しくは、ビデオ信号Ｄｖを内部メモリで必要に応じてタイミング調整等を行った
後に、デジタル画像信号ＤＡとして表示制御回路から出力し、そのデジタル画像信号ＤＡ
の表す画像の各画素に対応するパルスからなる信号としてデータクロック信号ＳＣＫを生
成し、水平同期信号ＨＳＹに基づき１水平走査期間毎に所定期間だけハイレベル（Ｈレベ
ル）となる信号としてデータスタートパルス信号ＳＳＰを生成し、垂直同期信号ＶＳＹに
基づき１フレーム期間（１垂直走査期間）毎に所定期間だけＨレベルとなる信号としてゲ
ートスタートパルス信号ＧＳＰを生成し、水平同期信号ＨＳＹに基づきゲートクロック信
号ＧＣＫを生成し、水平同期信号ＨＳＹおよび制御信号Ｄｃに基づきゲートドライバ出力
制御信号ＧＯＥを生成する。
【００８８】
　上記のようにして表示制御回路において生成された信号のうち、デジタル画像信号ＤＡ
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、極性反転信号ＰＯＬ、データスタートパルス信号ＳＳＰ、およびデータクロック信号Ｓ
ＣＫは、ソースドライバに入力され、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰとゲートクロック
信号ＧＣＫとゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥとは、ゲートドライバに入力される。
【００８９】
　ソースドライバは、デジタル画像信号ＤＡ、データクロック信号ＳＣＫ、データスター
トパルス信号ＳＳＰ、ラッチストローブ信号ＬＳ、および極性反転信号ＰＯＬに基づき、
デジタル画像信号ＤＡの表す画像の各走査信号線における画素値に相当するアナログ電位
としてのデータ信号を１水平走査期間毎に順次生成し、これらのデータ信号をデータ信号
線Ｓに出力する。
【００９０】
　ゲートドライバは、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰおよびゲートクロック信号ＧＣＫ
と、ゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥとに基づき、走査信号を生成し、これらを走査信
号線に出力し、これによって走査信号線を選択的に駆動する。
【００９１】
　上記のようにソースドライバおよびゲートドライバにより表示部（液晶パネル）のデー
タ信号線および走査信号線が駆動されることで、選択された走査信号線に接続されたＴＦ
Ｔを介して、データ信号線から画素電極に信号電位が書き込まれる。これにより各画素の
液晶層にデジタル画像信号ＤＡに応じた電圧が印加され、その電圧印加によってバックラ
イトからの光の透過量が制御され、デジタルビデオ信号Ｄｖの示す画像が画素に表示され
る。
【００９２】
　液晶表示装置８００でテレビジョン放送に基づく画像を表示する場合には、図１７に示
すように、液晶表示装置８００にチューナ部９０が接続され、これによって本テレビジョ
ン受像機６０１が構成される。このチューナ部９０は、アンテナ（不図示）で受信した受
信波（高周波信号）の中から受信すべきチャンネルの信号を抜き出して中間周波信号に変
換し、この中間周波数信号を検波することによってテレビジョン信号としての複合カラー
映像信号Ｓｃｖを取り出す。この複合カラー映像信号Ｓｃｖは、既述のように液晶表示装
置８００に入力され、この複合カラー映像信号Ｓｃｖに基づく画像が該液晶表示装置８０
０によって表示される。
【００９３】
　本願でいう電位の極性とは、その電位が基準となる電位以上なのか以下なのかを示すも
のであり、プラス極性の電位とは基準となる電位以上の電位を、マイナス極性とは基準と
なる電位以下の電位を意味する。ここで、基準となる電位は、共通電極（対向電極）の電
位であるＶｃｏｍ（コモン電位）であってもその他任意の電位であってよい。
【００９４】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明の液晶表示装置は、例えば液晶テレビに好適である。
【符号の説明】
【００９６】
　Ｇ１～Ｇ１０８０　走査信号線
　Ｂ１～Ｂ３　ブロック
　Ｐ１～Ｐ１０８０　画素
　Ｄ　映像データ
　Ｈ　水平走査期間
　ＨＸ　Ｈｘ　第１ダミー走査期間
　ＨＹ　Ｈｙ　第２ダミー走査期間
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　Ｓ　　データ信号線
　ＣＳ１～１０８１　保持容量配線
　６０１　テレビジョン受像機
　８００　液晶表示装置

【図１】 【図２】
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